
人の暮らし・考え方の変化 外部経済への依存・地域経済の破綻

自然から離れたライフスタイル
自然への理解・関心が低い

自然を利益追求のみに価値を見出す

自然に関わる仕事を希望する人が少ない

島外から安いもの・便利なもの・質の高いものを購入
対馬のものは、島外の経済圏に販売・提供

生産性・効率を高めた林業しか成り立たない

人が自然を放置しているまたは酷使している（保全・管理しない）
生態系サービスの向上や生物多様性保全が進まない

森の恵みや生物多様性の劣化

ESD・環境
教育の推進

仕組みづくり・
予算化

パートナー
シップづくり

地産地消
の推進

担い手となる
人材確保

持続可能な
林業の検討

地域資源の高付
加価値化

有害鳥獣
対策

環境保全活
動の推進

森林の適切な
管理（間伐等）

エコツーリズ
ムの推進

森のゾーニングと
管理計画策定

地域循環共生圏
づくりプラットフォーム事業

全体の企画・統括

【現状】

【課題】

【解決策】

【森林資源活用・
保全プロジェクト】

【ビジョン】

木材・薪や炭・木工
品等の地産地消

シカ・イノシシの捕
獲と利活用等

はちみつ、椿油、山椒
等の採集・島内消費

土地のゾーニングと
PDCAによる効果検証

バイオマスの
熱利用

環境教育・エコ
ツーリズムの実施

希少生物の保全
のための森林整備

人の暮らしの豊かさ向上と森林生態系の保全

【人的
資源】

観光物産

協会・観光
事業者

個人（漁師・シ

ルバー・移住者
含む等）

NPO・市民

団体

森林組

合・事業
者

大学・研究

機関

環境省・

市・県

小売店・

土産店・
商社

椿油製造

会社・
農協

九電

禿山・表土の露出

森の土砂流出

森の乾燥化

風倒木の増加

管理や保全の未実施

樹木の成長率低下

希少種の絶滅危惧

森の涵養・浄化機能の低下

植物の気候調整機能の劣化

海への土砂流入、磯焼け

土砂災害の被害が増加

放置残材等の海への流出

シカ・イノシシの増加

下草が生えない

林産物が少ない森

地下水の汚染

マダニが増加

樹木が傷つけられる

生態系サービスが十分に活
用できていない

木材は島外へ流出

お金が外に流れていき、
地域内で循環していない

地域の木材を使った建築・
工事が割高になる

林産物が活用されない

森の仕事が限られている

しいたけの採算が取れない

生産性や効率性を重視した
補助金依存の林業

エネルギーは化石燃料に依存
（CO2排出増加）

あらゆる物を島外から調達

水道や防災のインフラ設備費
用がかかる

森で遊ぶ子たちがいない

森づくりの予算や資金・体制・
仕組みが不十分

森や生き物に興味・関心のあ
る人が少ない

森づくりの担い手不足

若い人が島外へ流出

栽培加工

林産物

収集

猟友

会
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市・島外企

業等

モデル地域での実践

全島展開

製材所・薪

製造所

個人（漁師・シル

バー・移住者含
む等）

猟師自伐林業・管理
木工

民間

事業者

環境保全型の小規模
な林業の施行

環境省・

市・県

対馬の森づくり版マンダラ

目的：地域経済の好循
環と森林生態系の回復

栽培（果樹、自然薯、
椎茸、花卉等）
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